イラクとわれわれ関連年表


イラクを巡る国際情勢
日本の政治情勢

2001年
1月　ブッシュ大統領就任

9.11　米同時多発テロ　

10月　米英軍、アフガン侵攻

12月　アフガンのタリバン政権崩壊→暫定統治機構成立
4月　小泉内閣誕生

7月　参議院選挙　自民党大勝

10月　テロ対策特措法が成立

11月　海自、インド洋で米艦への補給開始

12月　海保、奄美沖で北朝鮮工作船を撃沈



2002年
1月　ブッシュ大統領、一般教書演説でイラン、イラク、北朝鮮を「悪の枢軸」と非難

3月　イスラエル軍、パレスチナ自治政府議長府を包囲

11月　安保理がイラクに国連査察の無条件受け入れを迫る決議を採択→4年ぶりに査察を再開


1月　アフガン復興会議、東京で開催

3月　東チモールPKOで自衛隊派遣

9月　日朝平壌宣言

11月　テロ・ゲリラ対策で自衛隊と都道府県警が治安出動訓練

12月　インド洋へのイージス艦派遣決定



2003年
1月　世界でイラク攻撃反対の運動広がる

　　　北朝鮮がNPT脱退を表明

3月　安保理で米英と仏独が対立、新決議通らず

3月　米英軍、イラク攻撃開始

5月　ブッシュ大統領、イラク戦争終結宣言

6月　イスラエルとパレスチナの首脳会談で中東和平ロードマップ受諾を表明

8月　バグダッド国連現地本部爆破

12月　米軍、フセイン元大統領を拘束

　　　リビアが大量破壊兵器計画破棄を声明


3月　小泉首相、イラク攻撃を「理解し、支持する」

と表明

6月　有事3法成立

7月　イラク復興支援特措法成立

8月　北朝鮮核開発問題で6カ国協議始まる

11月　総選挙。民主党躍進するも、与党は絶対安定多数を確保

イラクで日本人外交官2人殺害

12月　ミサイル防衛システム導入を決定

　　　自衛隊イラク派遣の基本計画決定

　　　空自先遣隊派遣

2004年
3月　スペインで列車爆破テロ→総選挙で社会労働党政権。イラク撤退を表明

　　　イスラエル軍、ハマス創設者ヤシン師殺害

5月　アブグレイブ刑務所でのイラク人虐待で米軍が処分発表

6月　国連安保理、イラク新決議を採択

　　　イラク暫定政権に主権移譲

7月　フィリピンが撤退表明

9月　アナン国連事務総長、はじめてイラク戦争を非難

10月　アラファト死去

11月　ブッシュ大統領再選

　　　ファルージャ総攻撃
1月　小泉首相、靖国神社に参拝

　　　陸自、海自に派遣命令

3月　サマワで

4月　日本人3人イラクで拉致、のち解放さらに2人拉致、解放。

5月　イラクでジャーナリスト橋田信介さんら2人殺害

6月　有事関連7法成立

　　　自衛隊、多国籍軍に参加

7月　参議院選挙、自民党敗北

8月　米軍ヘリ、沖縄国際大学に墜落

10月　香田証生さんイラクで拉致。武装勢力、ネットで映像を流し、自衛隊の撤退を要求。小泉首相即座に拒否を表明。殺害が確認される。




イラクを巡る国際情勢
日本の政治情勢

2005年
2月　北朝鮮が6カ国協議の無期限中断と核兵器の保有を声明(10日)
6月　NPT再検討会議、イラン核開発問題で実質成果なく閉幕

7月　ロンドンで同時爆破テロ

　　　イラク首相がイラン訪問

8月　イラン新大統領に強硬派アフマディネジャド就任

10月　イラク憲法国民投票

12月　イラク連邦議会選挙投票

　　　選挙後、テロ激化

　　　ブッシュ大統領大量破壊兵器に関する情報の誤り認める。また、開戦以来のイラク民間人死者は3万人前後と発表
4月　中国各地で反日デモ（9日～）

5月　イラクで警備会社勤務の邦人死亡

7月　改正自衛隊法成立（22日）ミサイル迎撃の手続き定める

9月　衆院議員総選挙(11日)自民党、単独過半数の269議席獲得。公明党と合わせた与党の議席が3分の2を超える。

10月　小泉首相、5回目の靖国参拝(17日)
　　　在日米軍再編に関する「中間報告」を発表(29日)　「同盟の能力向上」を掲げ、在日米軍と自衛隊による司令部間の連携強化や基地の共同使用などを打ち出す。　

11月　自民党「新憲法草案」を発表

12月　イラクの自衛隊派遣再延長を閣議決定（8日）基本計画を変更。06年12月までの1年間



2006年
1月　イランが核施設の封印解除


1月　横須賀の殺人事件で、容疑者の米兵を日米地位協定により逮捕。

